
2013年 10月 27日 

第３回 NET 関西（仮称）の会 会合レジュメ 

                                      

☆日時 2013 年 10 月 27 日（日曜日） 10 時～12 時 

☆場所 ひと・まち交流館 京都 第２会議室          

 

１． 開会、挨拶 

２． 自己紹介 

３． 会のネーミング 

４． 東京 「しまうまねっと」第５回 ミーティングに参加して 

５． 横浜市立大学 市民公開講座 

６． パンキャン ジャパンの今後の予定 

７． 次回、NET 関西の会 ＆ しまうまねっと会合 のお知らせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

シンボル「しまうま」の由来 

 

◎ひづめの音を聞いたら、まず馬を疑え！しまうまではなく・・・ 

と医師の卵たちは教育されている。 

だから、私たちの病気は初期には、一般的な病気と診断されることが多い。 

そのため、有効な治療を受ける機会を逃してしまうことがある。 

しまうまは探し出そうとしないと、見つけられない・・・ 

（ふくろう猫さん←まことさん） 

 

◎「Think ZEBRA」「If you don't suspect it, you can' detect it. 」 

（しまうまを思え。） 

（もしそれ（＝病気／希少がん） を疑わなければ、それを 見つける 

 ことができない） 

◎pNET患者フォーラムのシンボルマーク。「馬に似て馬ではない」のたとえを「膵臓がん

に似て膵臓がんではない」の意味からｐNETをシマウマに例えている。 

                      （ 

 

（文責 原 敬子） 


